
■戦争と停電■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 381号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

オンラインの議論をご希望の方は、気軽に返信ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：猛暑との愚戦 

 

僕は 3年前、カミさんにエアコン廃止を宣言しました。 

もともと冷房が苦手だったのに加え、老朽化したエアコンが動かなくなったので、これを機にエアコン無しの

暮らしに挑むことにしました。 

そして、２回の夏と冬を過ごし、様々な工夫で乗り越えながらご機嫌でした。 

そもそも、組み立て式のビニルプールを購入したのは、汗をかいたらプールに入るため。 

100均でゴーグルとシュノーケルを購入したのは、水に潜って体温を下げるため。 

プールの蓋としてビニルシートを購入したのは、水を汚れと日差しから守るため。 

・ 

でも先週、7月末から僕の異常な戦いが始まりました。 

あまりにも暑すぎるので、プール用の机を購入し、プールの中で作業し始めました。 

筆記用具が濡れてしまうので、PC用の防水ケースを購入して、プールの中で PCを使い始めました。 

防水ケースに入れるので、PCのタブレット仕様の使い方を練習しました。 

やがて、PCが熱を持ち、防水ケースが膨らんできました。 

しまいには、防水ケースごと PCを水に浸し、ゴーグルとシュノーケルを付け水中で作業しました。 

・ 

8 月 3 日までの数日間は、室内の温度計が 30 度以下にならない超熱帯夜が続き、プールもぬるま湯となりまし

た。 

ところが 8月 4日木曜日、各地に大雨が降り最高気温が 30度を下回りました。 

その後も 30度に届かない日が続き、快眠の結果大寝坊までやらかしました。 

そして昨日から、群馬県の嬬恋村に来ています。 

頭も冷え、冷静になって振り返ると、おかしな１週間の戦いでした。 



 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログより：戦争と停電 

 

8月 4日、中国が 11発の弾道ミサイルを発射した。 

報道によれば、台湾をめぐる米中の対立が高まる中強行された、アメリカのペロシ下院議長の訪台に対する報

復だ。 

これを受け、政治家や有識者たちの議論も大いに盛り上がっている。 

特に、5 発の弾道ミサイルが日本の EEZ 内に落下したことを受け、台湾に隣接する与那国島からの実況中継な

ど、緊迫感を伝えている。 

もしも与那国島に着弾の恐れがある場合に備え、国民保護法に基づき、島民の避難計画が作成されている。 

ところが、避難は島内の港や空港までで、その先島外の避難経路については何も決まっておらず、有事に際し

設置される政府対策本部の指示を待たなければならない。 

こうした危機管理における仕組みの不備は、災害や原発など様々な対策においても指摘されている。 

だが、戦争と災害を一緒ごたにしていいのだろうか。 

・ 

考えてみると、近頃の気象報道に違和感を感じるのは僕だけか。 

世界を席巻する猛暑、線状降水帯による集中豪雨など、近年の異常気象は頻繁に災害を引き起こす。 

一方で、世界をつなぐ情報網の充実や、気象観測や解析技術の進歩に伴い、詳細な予測が可能となり、天気予

報の報道が充実したのは理解できる。 

だがテレビやラジオは、迫りくる危機に備え、「命を守る行動を！」と意味不明な避難行動を促す警鐘を連呼す

るばかり。 

先日は、大雨に対する特別警報の発令が深夜になってしまったことを謝罪する気象庁の会見を見て、変な気分

になった。 

もしも突然爆弾が落ちてきたら、「予測できませんでした」と防衛省が謝罪するのだろうか。 

・ 

気象に関する特別警報は、大雨（土砂災害、浸水害）・大雪・暴風・暴風雪・波浪・高潮の 6 種類で、ここには

地震や火災、もちろん停電や原発事故も含まれない。 

でも、地震予知の他、熱中症や花粉症に関する警戒情報に加え、今年から電力需給ひっ迫注意報や警報が発令

されるようになったことは興味深い。 

異常気象による災害や病気は、その原因である異常気象を回避することができないが、電力需給のひっ迫によ

る停電は、電力使用を減らすことで回避可能だ。 

もちろん、エネルギー源の供給が長期間ひっ迫し、停電が避けられない場合には、計画停電や計画節電など避

難的に対処せざるを得ない。 

しかし、まずは停電の回避を目指し、節電を呼び掛けることに異論はない。 

非難とは、回避を諦めた後に取るべき手段だから。 

・ 

だとすれば、、、戦争が災害でなく停電なら回避できるはずだ。 

停電（ていでん）とは、配電（電力供給）が停止すること、主に需要家への電力供給の停止について言う。 

ならば、戦争（せんそう）とは、「誰に対する何の供給」が停止することかを考えて、その供給を確保すればい

いはずだ。 



これは難しい課題だが、考える価値は大いにある。 

まず必要なことは、発想の逆転だ。 

ウクライナの戦争を阻止できなかったことは残念だが、いまだに辞められないことはもっと悔しい。 

戦争には武器の供給が欠かせないが、これを停められないことが戦争を長期化している。 

停められない理由は、武器供与しているのが我々自身でないからだ。 

つまり、我々自身が戦争当事者にならなければ、戦争を終わらせることはできないのか。 

・ 

だが待てよ、本当に戦争当事者たちは戦争を望んでいるのだろうか。 

ここで言う「戦争とは、兵力による国家間の闘争」を指すが、国家の代表同士が決闘するならいざ知らず、そ

の命令により殺戮を強いられる兵士たちは、何かが絶たれているのではないか。 

かつて日本の陸軍刑法および海軍刑法には、軍人、軍属が上官の命令に反抗し、または服従しない罪として

「抗命罪（こうめいざい）」が規定されていた。 

ドイツでは、1999 年 NATO のセルビア空爆に空軍として戦後初めて戦闘に参加した際、一兵士が攻撃命令に

従わないことを表明したという。 

またイラク戦争でも、ある将官が自作の軍用ソフトが戦争に使われることを危惧して開発を拒否したが、裁判

所は良心に基づく命令拒否を認め、連邦軍には彼に不利益をもたらすことを禁じた。 

ドイツではこれを、上司の命令に逆らう権利「抗命権」というらしい。 

・ 

停電を防ぐため、我慢して電気の使用をやめるように、戦争を防ぐため、我慢して上司の命令に従うのをやめ

よう。 

戦争を悔いるドイツの人たちにできることなのだから、僕たちにできぬはずはない。 

世界で唯一戦争を放棄している国に暮らすのだから、そうぜずにいられるはずはない。 

 

https://nanoni.co.jp/20220807/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週＋今後の予定 

【凡例】◎：申込優先、〇：申込必要、×：一般参加不可、下記以外はすべて応相談 

 

■今週の予定 

（火）08/09 なのに（群馬）作業日 

 出張〇：OFWつま恋 11 視察＋宿泊 

（水）08/10 なのに（群馬）作業日 

 会議×：19-20時 LRL・MTG（zoom） 

 会議×：21-22時 MさんMTG（zoom） 

（木）08/11 なのに（自宅）作業日 

 会議×：21-22時 MさんMTG（zoom） 

（金）08/12 なのに（自宅）作業日 

 会議×：08-09時 AR子ども書籍MTG（zoom） 

 会議×：18-20時 MさんMTG（真鶴） 

（土）08/13 なのに（自宅）休業日 



（日）08/14 なのに（各所）作業日 

 交流〇：09-12時 龍泉町歩き（台東区竜泉） 

（月）08/15 なのに（各所）作業日 

会議○：19-21時 一宮庵クラブMTG（成城） 

会議×：21-22時 MさんMTG（zoom） 

会議○：22-23時 八島花文化財団準備室MTG（zoom） 

 

■定例の予定 

月曜・毎週 22-23時 ○八島花文化財団準備室MTG（zoom） 

火曜・第１ 08-09時 ×AR子ども書籍MTG（zoom） 

第 2,4 20-21時 〇LR定例営会議（zoom） 

水曜・第 1 10-12時 〇OforW経営運営会議（zoom） 

木曜・第２ 15-16時 ×かなこ PJT（zoom） 

 17-19時 ◎笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

第３ 13-18時 ◎笑恵館なるほどデイ（笑恵館） 

 18-20時 〇笑恵館完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

 20-21時 〇一宮庵クラブ運営会議（成城） 

第４ 17-19時 ◎笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

金曜・第１ 08-09時 〇地主の学校ゼミ（zoom） 

土曜・毎週 09-17時 ◎よろず相談会（笑恵館） 

第１ 21-22時 ×喜多見共和国MTG（zoom） 

第２ 12-14時 ×RYUSEN PJT（zoom） 

日曜・毎週 09-17時 ◎いづみ PJTオープンデイ、説明会（反町） 

第１ 10-11時 ×100smile会議（zoom） 

第４ 10-14時 〇名栗の森オーナーシップクラブ月例会（飯能） 

 

■今後の予定 

08/24 会議×：10-12時 HFA定例会（恵比寿） 

08/26 交流〇：08-09時 地主の学校ゼミ（zoom） 

08/30-31 出張：陸前高田 

11/22-24 出張：有田集落視察（和歌山） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

４．地主の学校・販売中 

 

拙著【地主の学校】はこちら 

https://www.bungeisha.co.jp/bookinfo/detail/978-4-286-23339-0.jsp 

セミナー、読書会など気軽にご相談ください。 

 



・・・・・・・・・・・・・・・ 

5．アクセスポイント 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携帯 090-9830-3669 

 

自宅：株式会社なのに（取締役・平社員） 

〒226-0016神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

 

職場：一般社団法人日本土地資源協会（代表理事） 

http://land-resource.org/ 

〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19笑恵館 

http://shokeikan.com/ 

 

主な所属団体： 

特手非営利活動法人HOME-FOR-ALL（事務局長） 

http://www.home-for-all.org/ 

一般社団法人地域社会圏研究所（事務局長） 

https://localrepublic.jp/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

6．このメルマガについて 

松村拓也とご縁のあった方に、日々の活動やブログ記事の抜粋などの情報をほぼ毎週お届けします。 

参加希望、ご意見、ご質問など、何でもこのメールに返信してください。 

 

バックナンバーはこちら 

http://nanoni.co.jp/magazine/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://eepurl.com/dHjgFX 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


